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近
年
、
関
ヶ
原
合
戦
お
よ
び
、
そ
の
前
後
の
政
治
過
程
の
研
究
は
長
足
の
進
歩
を
遂
げ
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
二
次
史
料
に
基
づ
く
逸
話

が
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
浸
透
し
て
い
た
が
、
中
に
は
誤
り
を
指
摘
さ
れ
、
修
正
さ
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
一
方
、
関
ヶ
原
合
戦
に
つ

い
て
は
、
当
該
年
の
『
大
日
本
史
料
』
が
未
刊
行
で
あ
り
、
史
料
検
索
の
便
が
悪
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
今
後
も
関
係
す
る
史
料
が
発
見

さ
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
研
究
の
進
展
が
十
分
に
見
込
め
る
分
野
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
戦
国
・
織
豊
時
代
の
人
名
事
典
は
、
す
で
に
何
冊
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
中
に
は
内
容
が
古
く
な
っ
て
し
ま
い
、

使
い
づ
ら
い
も
の
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
取
り
上
げ
る
人
名
が
少
な
い
も
の
も
あ
り
、
隔
靴
掻
痒
の
感
が
あ
る
の
は
否
め
な
い
だ
ろ
う
。

　

本
事
典
は
、
関
ヶ
原
合
戦
に
出
陣
し
た
大
名
・
武
将
に
限
定
し
て
編
ん
だ
人
名
事
典
で
あ
る
。
そ
の
基
準
は
凡
例
に
示
し
た
通
り
で
あ

る
が
、
記
述
内
容
は
関
ヶ
原
合
戦
に
関
わ
る
も
の
に
絞
っ
て
い
る
。
逆
に
、
各
大
名
・
武
将
の
経
歴
や
合
戦
後
の
生
涯
に
関
す
る
記
述
は
、

必
要
最
小
限
に
と
ど
め
て
い
る
。
こ
の
点
は
紙
幅
の
関
係
も
あ
る
の
で
、
ご
海
容
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　

関
ヶ
原
合
戦
に
出
陣
し
た
大
名
・
武
将
の
合
戦
前
後
の
動
静
、
そ
し
て
合
戦
で
い
か
な
る
活
躍
を
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
す
べ
て
を
一

次
史
料
で
追
跡
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
徳
川
家
康
や
石
田
三
成
の
よ
う
に
関
連
す
る
一
次
史
料
が
豊
富
に
あ
る
の
は
稀
な
例
で
、
む
し

ろ
少
な
い
大
名
・
武
将
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
い
。
特
に
、
合
戦
で
の
戦
い
ぶ
り
は
、
家
譜
や
軍
記
物
語
な
ど
に
拠
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
ま
た
、
巻
頭
に
は
関
係
年
表
を
、
巻
末
に
は
付
録
と
し
て
主
要
参
考
文
献
、
人
名
索
引
を
付
し
て
い
る
。

　

本
事
典
に
よ
っ
て
、
関
ヶ
原
合
戦
に
出
陣
し
た
大
名
・
武
将
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
す
ま
す
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
を
期
待
す
る
次
第
で
あ
る
。
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149

東	

前ま
え

田だ

利と
し

長な
が	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

150

西	

丹に

羽わ

長な
が

重し
げ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

152

西	

前ま
え

田だ

利と
し

政ま
さ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

153

西	

山や
ま

口ぐ
ち

修な
が

弘ひ
ろ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

154

西	

山や
ま

口ぐ
ち

宗む
ね

永な
が	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

154

福
井
県
【
越
前
・
若
狭
国
】	・
・
・
・
・
・
・
・

157

東	

木き
の

下し
た

勝か
つ

俊と
し	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

158

西	

青あ
お

木き

一か
ず

矩の
り	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

159

西	

青あ
お

木き

俊と
し

矩の
り	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

160

西	

青あ
お

山や
ま

宗む
ね

勝か
つ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

161

西	

赤あ
か

座ざ

直な
お

保や
す	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

161

西	

上う
え

田だ

重し
げ

安や
す	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

162

西	
大お

お

谷た
に

吉よ
し

継つ
ぐ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

163

西	
奥お

く

山や
ま

正ま
さ

之ゆ
き	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

166

西	

織お

田だ

秀ひ
で

雄か
つ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

167

西	

木き
の

下し
た

利と
し

房ふ
さ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

168

西	

木き
の

下し
た

頼よ
り

継つ
ぐ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

169

西	

寺て
ら

西に
し

是こ
れ

成な
り	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

170

西	

戸と

田だ

重し
げ

政ま
さ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

170

西	

丹に

羽わ

長な
が

正ま
さ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

171

西	

溝み
ぞ

江え

長な
が

晴は
る	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

172

山
梨
県
【
甲
斐
国
】	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

173

東	

浅あ
さ

野の

幸よ
し

長な
が	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

174

長
野
県
【
信
濃
国
】	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

175

東	

石い
し

川か
わ

康や
す

勝か
つ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

176

東	

石い
し

川か
わ

康や
す

長な
が	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

176

東	

京
き
ょ
う

極ご
く

高た
か

知と
も	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

177

東	

仙せ
ん

石ご
く

秀ひ
で

久ひ
さ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

178

東	

日ひ

根ね

野の

吉よ
し

明あ
き	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

179

東	

森も
り

忠た
だ

政ま
さ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

180

西	

真さ
な

田だ

昌ま
さ

幸ゆ
き	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

180

西	

真さ
な

田だ

信の
ぶ

繁し
げ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

183

岐
阜
県
【
美
濃
・
飛
騨
国
】	・
・
・
・
・
・
・
・

185

東	

市い
ち

橋は
し

長な
が

勝か
つ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

186

東	

遠え
ん

藤ど
う

慶よ
し

隆た
か	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

187

東	

織お

田だ

長な
が

孝た
か	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

188



東	

加か

賀が
の

井い

重し
げ

望も
ち	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

189

東	

金か
な

森も
り

長な
が

近ち
か	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

190

東	

徳と
く

永な
が

寿な
が

昌ま
さ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

192

東	

西に
し

尾お

光み
つ

教の
り	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

193

西	

伊い

藤と
う

盛も
り

正ま
さ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

194

西	
稲い

な

葉ば

貞さ
だ

通み
ち	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

195

西	
稲い

な

葉ば

通み
ち

重し
げ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

196

西	

稲い
な

葉ば

通み
ち

孝た
か	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

197

西	

織お

田だ

秀ひ
で

信の
ぶ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

197

西	

加か

藤と
う

貞さ
だ

泰や
す	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

200

西	

河か
わ

尻じ
り

秀ひ
で

長な
が	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

201

西	

木き

村む
ら

由よ
し

信の
ぶ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

201

西	

佐さ

藤と
う

方か
た

政ま
さ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

202

西	

関せ
き

一か
ず

政ま
さ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

203

西	

高た
か

木ぎ

盛も
り

兼か
ね	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

204

西	

田た

丸ま
る

直な
お

昌ま
さ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

204

西	

長は

谷せ

川が
わ

守も
り

知と
も	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

205

西	

原は
ら

勝か
つ

胤た
ね	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

206

西	

平ひ
ら

塚つ
か

為た
め

広ひ
ろ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

207

西	

丸ま
る

毛も

兼か
ね

利と
し	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

208

静
岡
県
【
駿
河
・
遠
江
・
伊
豆
国
】		

	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

209

東	

有あ
り

馬ま

豊と
よ

氏う
じ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

210

東	

内な
い

藤と
う

信の
ぶ

成な
り	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

211

東	

中な
か

村む
ら

一か
ず

忠た
だ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

212

東	

戸と

田だ

尊た
か

次つ
ぐ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

213

東	

堀ほ
り

尾お

忠た
だ

氏う
じ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

214

東	

松ま
つ

下し
た

重し
げ

綱つ
な	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

215

東	

山や
ま

内う
ち

一か
ず

豊と
よ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

216

愛
知
県
【
三
河
・
尾
張
国
】	・
・
・
・
・
・
・
・

219

東	

池い
け

田だ

輝て
る

政ま
さ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

220

東	

池い
け

田だ

長な
が

政ま
さ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

223

東	

一
ひ
と
つ

柳や
な
ぎ

直な
お

盛も
り	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

223

東	

田た

中な
か

吉よ
し

政ま
さ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

225

東	
福ふ

く

島し
ま

正ま
さ

則の
り	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

227

東	
水み

ず

野の

勝か
つ

成な
り	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

231

東	

水み
ず

野の

忠た
だ

胤た
ね	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

232

西	

石い
し

川か
わ

貞さ
だ

清き
よ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

233

三
重
県
【
伊
勢
・
志
摩
国
】	・
・
・
・
・
・
・
・

235

東	

稲い
な

葉ば

道み
ち

通と
お	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

236

東	

織お

田だ

信の
ぶ

重し
げ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

237

東	

九く

鬼き

守も
り

隆た
か	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

237

東	

筒つ
つ

井い

定さ
だ

次つ
ぐ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

238

東	

富と
み

田た

信の
ぶ

高た
か	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

239

東	

丹に

羽わ

氏う
じ

次つ
ぐ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

241

東	

福ふ
く

島し
ま

高た
か

晴は
る	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

242

東	

古ふ
る

田た

重し
げ

勝か
つ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

243

東	

分わ
け

部べ

光み
つ

嘉よ
し	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

244

西	

氏う
じ

家い
え

行ゆ
き

継つ
ぐ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

245

西	

氏う
じ

家い
え

行ゆ
き

広ひ
ろ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

245

西	

岡お
か

本も
と

良よ
し

勝か
つ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

246

西	

川か
わ

口ぐ
ち

宗む
ね

勝か
つ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

247

西	

滝た
き

川が
わ

雄か
つ

利と
し	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

248

西	

寺て
ら

西に
し

直な
お

次つ
ぐ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

249

西	

日ひ

根ね

野の

弘ひ
ろ

就な
り	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

250

西	

蒔ま
い

田た

広ひ
ろ

定さ
だ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

251

西	

松ま
つ

浦う
ら

久ひ
さ

信の
ぶ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

252

西	

松ま
つ

浦う
ら

宗む
ね

清き
よ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

253

西	

山や
ま

崎ざ
き

定さ
だ

勝か
つ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

254



滋
賀
県
【
近
江
国
】	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

255

東	

浅あ
さ

野の

長な
が

重し
げ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

256

東	

池い
け

田だ

長な
が

吉よ
し	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

256

東	

佐さ

久く

間ま

安や
す

政ま
さ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

257

西	

石い
し

田だ

三み
つ

成な
り	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

258

西	
石い

し

田だ

正ま
さ

澄ず
み	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

264

西	
石い

し

田だ

正ま
さ

継つ
ぐ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

265

西	
京

き
ょ
う

極ご
く

高た
か

次つ
ぐ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

265

西	

朽く
つ

木き

元も
と

綱つ
な	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

268

西	

島し
ま

清き
よ

興お
き

（
左さ

近こ
ん

）	
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

269

西	

長な
が

束つ
か

直な
お

吉よ
し	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

272

西	

長な
が

束つ
か

正ま
さ

家い
え	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

272

西	

野の

村む
ら

直な
お

隆た
か	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

274

西	

服は
っ

部と
り

正ま
さ

栄ひ
で	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

275

西	

樋ひ

口ぐ
ち

雅ま
さ

兼か
ね	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

276

京
都
府
【
山
城
・
丹
波
・
丹
後
国
】		
	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

277

東	

津つ

田だ

信の
ぶ

成な
り	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

278

東	

細ほ
そ

川か
わ

忠た
だ

興お
き	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

279

東	

細ほ
そ

川か
わ

幽ゆ
う

斎さ
い	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

281

西	

石い
し

川か
わ

貞さ
だ

通み
ち	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

284

西	

小お

野の

木ぎ

重し
げ

勝か
つ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

285

西	

川か
わ

勝か
つ

秀ひ
で

氏う
じ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

286

西	

木き
の

下し
た

俊と
し

定さ
だ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

287

西	

高た
か

田だ

治は
る

忠た
だ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

288

西	

谷た
に

衛も
り

友と
も	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

288

西	

前ま
え

田だ

玄げ
ん

以い	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

289

西	

前ま
え

田だ

茂し
げ

勝か
つ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

290

大
阪
府
【
摂
津
・
河
内
・
和
泉
国
】		

	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

293

東	

青あ
お

木き

一か
ず

重し
げ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

294

東	

大お
お

島し
ま

光み
つ

義よ
し	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

294

東	

織お

田だ

有う

楽ら
く	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

296

東	

北ほ
う

条じ
ょ
う

氏う
じ

盛も
り	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

297

西	
片か

た

桐ぎ
り

且か
つ

元も
と	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

298

西	
小こ

出い
で

秀ひ
で

政ま
さ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

299

西	

新し
ん

庄じ
ょ
う

直な
お

頼よ
り	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

300

西	

豊と
よ

臣と
み

秀ひ
で

頼よ
り	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

301

兵
庫
県
【
播
磨
・
摂
津
・
丹
波
・
但

馬
・
淡
路
国
】	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

303

東	

有あ
り

馬ま

則の
り

頼よ
り	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

304

西	

赤あ
か

松ま
つ

広ひ
ろ

秀ひ
で	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

305

西	

生い

熊く
ま

長な
が

勝か
つ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

306

西	

織お

田だ

信の
ぶ

包か
ね	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

307

西	

加か

須す

屋や

武た
け

則の
り	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

307

西	

木き
の

下し
た

延の
ぶ

重し
げ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

308

西	

木き
の

下し
た

延の
ぶ

俊と
し	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

309

西	

小こ

出い
で

吉よ
し

政ま
さ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

310

西	

杉す
ぎ

原は
ら

長な
が

房ふ
さ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

311

西	

藤ふ
じ

懸か
け

永な
が

勝か
つ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
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312

西	

別べ
っ

所し
ょ

吉よ
し

治は
る	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
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西	

山や
ま

崎ざ
き

家い
え

盛も
り	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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西	

横よ
こ

浜は
ま

茂し
げ

勝か
つ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

315

西	

脇わ
き

坂ざ
か

安や
す

治は
る	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

316

中
立	

木き
の

下し
た

家い
え

定さ
だ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
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大
和
国
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・
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元も
と
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堀ぼ
り

正ま
さ

次つ
ぐ	

・
・
・
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ん

多だ

利と
し
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さ	
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・
・
・
・
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西	

宇う

多だ

頼よ
り

忠た
だ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

323

西	

岸き
し

田だ

忠た
だ

氏う
じ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

324

西	

多た

賀が

秀ひ
で

種た
ね	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

325

西	

寺て
ら

田だ
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・
・
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・
・
・
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・
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・
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・
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ま
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げ

勝か
つ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

441

西	

竹た
け

中な
か

隆た
か

重し
げ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

442

西	

中な
か

川が
わ

秀ひ
で

成し
げ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

443

西	

早は
や

川か
わ

長な
が

政ま
さ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

444

西	

福ふ
く

原は
ら

長な
が

堯た
か	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

445

西	

宮み
や

城ぎ

豊と
よ

盛も
り	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

446

西	

毛も
う

利り

友と
も

重し
げ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

447

宮
崎
県
【
日
向
国
】	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

449

西	

秋あ
き

月づ
き

種た
ね

長な
が	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

450

西	

伊い

東と
う

祐す
け

兵た
か	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

451

西	
高た

か

橋は
し

元も
と

種た
ね	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

452

西	
島し

ま

津づ

豊と
よ

久ひ
さ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

453

鹿
児
島
県
【
薩
摩
・
大
隅
国
】	・
・
・
・
・

455

西	

島し
ま

津づ

忠た
だ

恒つ
ね	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

456

西	

島し
ま

津づ

義よ
し

弘ひ
ろ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

457

そ
の
他
の
大
名
・
武
将	

・
・
・
・
・
・
・
・

463

東	

土ひ
じ

方か
た

雄か
つ

氏う
じ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

464

東	

土ひ
じ

方か
た

雄か
つ

久ひ
さ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

465

東	

藤ふ
じ

田た

信の
ぶ

吉よ
し	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

466

東	

古ふ
る

田た

重し
げ

然な
り	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

467

西	

木き
の

下し
た

一か
ず

元も
と	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

467

西	

中な
か

江え

直な
お

澄ず
み	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

468

西	

堀ほ
っ

田た

盛も
り

重し
げ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

469

西	

矢や

部べ

定さ
だ

政ま
さ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

470

不
明	

速は
や

水み

守も
り

久ひ
さ	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

470

主
要
参
考
文
献	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

472

関
ヶ
原
合
戦
後
の
大
名
配
置

　
（
慶
長
７
年
頃
）	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

489

人
名
索
引	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

493

執
筆
者
略
歴	

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

494



ix

　
　
凡
例

　
項
目

　

本
事
典
で
「
関
ヶ
原
合
戦
」
と
使
う
場
合
に
は
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）

九
月
十
五
日
に
美
濃
国
関
ヶ
原
（
岐
阜
県
関
ケ
原
町
）
を
舞
台
に
し
た
本
戦

以
外
に
も
、
出
羽
国
長
谷
堂
な
ど
を
舞
台
に
し
た
東
北
の
関
ヶ
原
、
加
賀

国
を
舞
台
に
し
た
北
陸
の
関
ヶ
原
、
伊
勢
国
を
舞
台
に
し
た
伊
勢
の
関
ヶ

原
、
山
城
伏
見
城
（
京
都
市
伏
見
区
）
の
攻
防
戦
、
近
江
大
津
城
（
滋
賀
県
大

津
市
）
の
攻
防
戦
、
丹
後
田
辺
城
（
京
都
府
舞
鶴
市
）
の
攻
防
戦
、
美
濃
岐
阜

城
（
岐
阜
市
）
の
攻
防
戦
、
毛
利
氏
の
四
国
侵
攻
、
本
戦
後
に
九
州
各
地
を

舞
台
に
し
た
九
州
の
関
ヶ
原
な
ど
を
指
し
て
い
る
。

　

本
事
典
で
は
、
そ
れ
ら
関
ヶ
原
合
戦
に
出
陣
し
た
大
名
・
武
将
の
内
、

合
戦
前
に
一
万
石
以
上
の
領
国
を
持
つ
大
名
、
お
よ
び
一
万
石
未
満
で
あ

っ
て
も
戦
後
に
一
万
石
以
上
の
大
名
に
な
っ
た
三
百
十
三
名
を
収
録
し
た
。

ま
た
、
合
戦
前
に
独
立
し
た
所
領
を
持
た
な
い
場
合
で
も
、
合
戦
に
よ
る

当
主
の
死
後
に
家
督
を
継
承
し
た
者
（
例
え
ば
、
千
葉
県
で
取
り
上
げ
た
、
鳥

居
元
忠
や
松
平
家
忠
な
ど
、
伏
見
城
の
攻
防
戦
で
討
死
し
た
武
将
の
子
息
た
ち
な
ど
）

に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
た
。

　

な
お
、
例
外
と
し
て
島
清
興
（
左
近
）
な
ど
、
特
別
な
活
躍
を
し
た
武

将
に
つ
い
て
は
、
編
者
の
判
断
で
収
録
し
た
。
本
書
の
冒
頭
に
は
関
連
略

年
表
を
、
巻
末
に
は
主
要
参
考
文
献
、
合
戦
後
の
大
名
配
置
（
慶
長
７
年
頃
）、

人
名
索
引
を
付
し
た
。

　
配
列

一�

、
配
列
は
四
十
五
都
府
県
（
青
森
県
か
ら
鹿
児
島
県
ま
で
）、
東
軍
の
次
に
西
軍
、

大
名
・
武
将
名
の
五
十
音
順
と
し
、
見
出
し
と
し
て
東
軍
（
あ
る
い
は
西

軍
）、
氏
名
、
生
歿
年
、
領
国
の
ほ
か
、
合
戦
後
の
加
増
、
安
堵
、
減
封
、

改
易
な
ど
の
別
を
記
し
た
。
本
文
は
、「
関
ヶ
原
に
至
る
ま
で
」、「
関

ヶ
原
本
戦
」、「
関
ヶ
原
の
そ
の
後
」
の
順
で
記
述
し
た
。

二�

、
東
軍
、
西
軍
の
い
ず
れ
に
与
し
て
い
た
の
か
は
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇

〇
）
七
月
十
七
日
の
時
点
（「
内
府
ち
か
ひ
の
条
々
」
の
作
成
時
点
）
を
基
準

と
し
た
。
な
お
、
そ
の
時
点
で
東
西
両
軍
の
い
ず
れ
に
与
し
て
い
た
の

か
判
別
が
困
難
な
場
合
は
、
編
者
が
判
断
を
行
っ
た
。

　
記
述

一�

、
見
出
し
に
掲
げ
た
大
名
・
武
将
で
、
名
前
（
諱い
み
な）
が
複
数
あ
る
場
合
は
、

編
者
が
判
断
を
行
っ
た
。

二
、
文
体
・
用
字

　

１　

平
易
な
文
章
を
心
掛
け
、
敬
語
・
敬
称
は
用
い
な
か
っ
た
。

　

２　

口
語
文
を
採
用
し
、
現
代
か
な
づ
か
い
を
用
い
た
。

　

３　

漢
字
は
新
字
体
を
使
用
し
、
常
用
漢
字
で
記
述
し
た
。

　

４　

�

数
字
は
漢
数
字
を
用
い
、
十
、
百
、
千
、
万
な
ど
の
単
位
語
を
付

け
た
（
西
暦
な
ど
を
除
く
）。

三
、
年
次
表
記
は
元
号
を
使
用
し
、
西
暦
を
括
弧
内
に
付
し
た
。

四
、
年
齢
は
、
数
え
年
齢
と
し
た
。

五
、
市
町
村
名
は
、
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
七
月
時
点
の
も
の
で
あ
る
。
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関
ヶ
原
合
戦
関
連
略
年
表

和
暦

西
暦

月
日

事
柄

慶
長
三
年

一
五
九
八

八
月
十
八
日

豊
臣
秀
吉
歿
。
享
年
六
十
二
。

八
月
二
十
二
日

五
奉
行
、
朝
鮮
在
陣
諸
将
に
撤
兵
等
を
告
げ
る
使
者
を
派
遣
。

十
一
月
二
十
日

島
津
義
弘
ら
、
巨
済
島
よ
り
対
馬
へ
向
か
い
、
日
本
軍
の
撤
退
完
了
。

慶
長
四
年

一
五
九
九

一
月
十
日

豊
臣
秀
頼
、
伏
見
城
よ
り
大
坂
城
へ
移
る
。

一
月
十
九
日

前
田
利
家
ら
豊
臣
氏
大
老
。
五
奉
行
、
徳
川
家
康
の
伊
達
政
宗
ら
と
の
縁
組
み
を
責
め
る
。

一
月
二
十
九
日

石
田
三
成
、
徳
川
家
康
襲
撃
を
図
る
。

二
月
十
二
日

徳
川
家
康
、
豊
臣
氏
大
老
・
五
奉
行
と
誓
書
を
交
わ
し
て
和
睦
。

三
月

島
津
氏
の
領
内
で
庄
内
の
乱
が
勃
発
。

閏
三
月
三
日

前
田
利
家
歿
。
享
年
六
十
二
。

閏
三
月
四
日

加
藤
清
正
ら
七
将
、
石
田
三
成
の
襲
撃
を
企
て
る
。
三
成
は
伏
見
城
内
の
自
分
の
屋
敷
に
逃
げ
込
む
。

閏
三
月
九
日

徳
川
家
康
、
石
田
三
成
を
佐
和
山
に
蟄
居
さ
せ
る
。

九
月

上
杉
景
勝
、
会
津
へ
帰
る
。

慶
長
五
年

一
六
〇
〇

二
月

上
杉
景
勝
、
領
内
の
諸
城
を
普
請
。

四
月
一
日

徳
川
家
康
、
西
笑
承
兌
を
介
し
て
上
杉
景
勝
を
詰
問
し
、
上
洛
を
求
め
る
。
上
杉
家
の
家
宰
直
江
兼
続
、

承
兌
に
返
書
（
直
江
状
）
を
送
っ
て
反
論
。

五
月

前
田
利
長
の
母
（
芳
春
院
）、
徳
川
家
康
の
命
に
よ
り
人
質
と
し
て
江
戸
に
到
る
。

六
月
十
六
日

徳
川
家
康
、
上
杉
征
伐
軍
を
率
い
て
大
坂
を
出
発
。

七
月
十
一
日

石
田
三
成
と
大
谷
吉
継
が
挙
兵
。

七
月
十
二
日

増
田
長
盛
、
徳
川
家
康
に
石
田
三
成
ら
の
不
穏
情
勢
を
通
告
。



xi

和
暦

西
暦

月
日

事
柄

慶
長
五
年

一
六
〇
〇

七
月
十
七
日

毛
利
輝
元
、
大
坂
城
へ
入
る
。

前
田
玄
以
ら
三
奉
行
、「
内
府
ち
か
ひ
の
条
々
」
を
全
国
の
大
名
に
送
り
、
豊
臣
秀
頼
へ
の
忠
節
と
徳
川

家
康
追
討
を
催
促
。

会
津
へ
出
陣
し
た
諸
将
の
大
坂
城
内
の
妻
子
を
人
質
と
し
て
収
監
し
よ
う
と
し
た
が
、
細
川
ガ
ラ
シ
ャ

に
拒
否
さ
れ
失
敗
。

七
月
十
八
日

丹
波
・
但
馬
国
の
西
軍
諸
将
、
細
川
幽
斎
（
玄
旨
）
の
籠
も
る
丹
後
田
辺
城
の
攻
略
に
向
か
う
。

七
月
十
九
日

宇
喜
多
秀
家
、
島
津
義
弘
、
小
早
川
秀
秋
ら
の
西
軍
、
徳
川
家
康
方
の
伏
見
城
を
囲
む
。

七
月
二
十
四
日

徳
川
家
康
、
下
野
国
小
山
に
到
着
。

七
月
二
十
五
日

諸
将
を
召
集
し
て
評
定
を
開
く
（
小
山
評
定
）。
こ
こ
で
石
田
三
成
討
伐
が
決
定
し
、
福
島
正
則
・
黒
田
長

政
ら
豊
臣
系
武
将
は
上
方
へ
向
け
て
出
発
。

伊
達
政
宗
、
上
杉
方
の
陸
奥
白
石
城
を
攻
め
、
翌
二
十
六
日
に
落
城
さ
せ
る
。

七
月
二
十
六
日

前
田
利
長
、
丹
羽
長
重
が
守
る
加
賀
小
松
城
を
包
囲
す
る
。

七
月
二
十
九
日

石
田
三
成
、
近
江
佐
和
山
城
を
出
て
、
伏
見
の
西
軍
を
督
励
し
、
大
坂
城
へ
入
る
。

七
月
二
十
九
日
頃

徳
川
家
康
、
豊
臣
奉
行
衆
が
家
康
弾
劾
活
動
を
始
め
た
こ
と
を
知
る
。

八
月
一
日

伏
見
城
が
落
城
し
、
鳥
居
元
忠
・
松
平
家
忠
ら
討
死
。

大
谷
吉
継
、
西
軍
を
率
い
て
北
陸
へ
向
か
う
。

八
月
二
日

前
田
利
長
、
山
口
宗
永
が
守
る
加
賀
大
聖
寺
城
を
包
囲
し
、
攻
撃
を
開
始
。
翌
三
日
に
落
城
し
、
山
口

宗
永
・
修
弘
父
子
は
自
害
。

八
月
四
日

徳
川
家
康
、
小
山
を
出
発
し
、
翌
五
日
に
江
戸
へ
到
着
。

八
月
五
日

毛
利
輝
元
・
吉
川
広
家
・
長
束
正
家
・
安
国
寺
恵
瓊
ら
、
伊
勢
に
向
か
い
、
東
軍
方
の
諸
城
を
攻
め
る
。

八
月
九
日

前
田
利
長
と
丹
羽
長
重
の
軍
勢
が
浅
井
畷
で
激
突
。
前
田
軍
が
撃
退
し
、
金
沢
城
に
撤
退
。



xii

和
暦

西
暦

月
日

事
柄

慶
長
五
年

一
六
〇
〇

八
月
十
一
日

石
田
三
成
、
美
濃
大
垣
城
へ
入
る
。

八
月
十
九
日

徳
川
家
康
の
使
者
村
越
茂
助
、
尾
張
清
洲
城
に
到
着
し
、
豊
臣
系
諸
将
に
家
康
の
意
命
を
伝
え
る
。

八
月
二
十
一
日

東
軍
、
清
洲
を
出
発
し
て
岐
阜
へ
進
撃
。

八
月
二
十
三
日

東
軍
が
美
濃
岐
阜
城
を
攻
略
し
、
織
田
秀
信
が
降
伏
。

八
月
二
十
四
日

東
軍
、
西
へ
進
み
、
美
濃
国
赤
坂
に
陣
を
構
え
る
。

徳
川
秀
忠
、
下
野
国
宇
都
宮
よ
り
中
山
道
を
通
っ
て
西
上
開
始
。

八
月
二
十
五
日

伊
勢
安
濃
津
城
が
開
城
。
富
田
信
高
は
剃
髪
し
て
高
野
山
へ
登
る
。

九
月
一
日

徳
川
家
康
、
江
戸
を
出
発
。

九
月
二
日

徳
川
秀
忠
隊
が
信
濃
国
小
諸
に
到
着
し
、
真
田
昌
幸
に
服
属
を
勧
告
。
昌
幸
は
回
答
を
引
き
延
ば
し
、

二
日
後
に
拒
否
を
通
告
。

九
月
三
日

京
極
高
次
、
西
軍
と
袂
を
分
か
ち
、
近
江
大
津
城
に
籠
城
。

九
月
六
日

徳
川
秀
忠
隊
、
信
濃
上
田
城
攻
撃
を
中
止
し
、
小
諸
へ
戻
る
。

九
月
七
日

毛
利
秀
元
ら
が
南
宮
山
に
着
陣
。

九
月
十
一
日

徳
川
家
康
、
尾
張
国
清
洲
に
到
着
。

九
月
十
二
日

立
花
宗
茂
、
毛
利
元
康
・
秀
包
ら
の
西
軍
が
近
江
大
津
城
を
攻
め
る
。

細
川
幽
斎
（
玄
旨
）、
丹
後
田
辺
城
を
退
城
。

九
月
十
三
日

後
陽
成
天
皇
の
勅
使
が
派
遣
さ
れ
、
丹
後
田
辺
城
が
開
城
。

黒
田
如
水
が
豊
後
国
立
石
で
大
友
義
統
の
軍
勢
を
破
る
。

九
月
十
四
日

徳
川
家
康
、
美
濃
国
赤
坂
に
到
着
し
、
岡
山
に
本
陣
を
構
え
る
。

石
田
三
成
隊
の
島
清
興
ら
が
東
軍
を
挑
発
し
て
杭
瀬
川
で
戦
う
。

小
早
川
秀
秋
が
松
尾
山
に
着
陣
。



xiii

和
暦

西
暦

月
日

事
柄

慶
長
五
年

一
六
〇
〇

九
月
十
四
日

木
食
上
人
応
其
の
仲
介
に
よ
っ
て
近
江
大
津
城
が
開
城
。
京
極
高
次
は
剃
髪
し
て
高
野
山
へ
登
る
。

上
杉
景
勝
、
下
野
伊
王
野
城
を
攻
め
る
。

大
友
義
統
、
黒
田
如
水
に
降
る
。

夜
、
西
軍
は
大
垣
城
を
出
て
、
関
ヶ
原
に
着
陣
。

九
月
十
五
日

関
ヶ
原
で
東
西
両
軍
が
合
戦
。
小
早
川
秀
秋
ら
の
裏
切
り
と
、
吉
川
広
家
の
内
応
に
よ
り
、
東
軍
が
大
勝
。

最
上
義
光
、
伊
達
政
宗
に
救
援
を
請
う
。
こ
の
頃
、
出
羽
長
谷
堂
城
が
直
江
兼
続
の
軍
勢
に
包
囲
さ
れ
る
。

九
月
十
七
日

上
杉
景
勝
、
出
羽
上
山
城
を
攻
め
る
。

九
月
十
八
日

東
軍
、
石
田
三
成
の
居
城
佐
和
山
城
を
攻
め
落
と
す
。

黒
田
如
水
、
九
州
北
部
の
西
軍
諸
城
を
次
々
と
落
と
す
。

九
月
十
九
日

加
藤
清
正
、
肥
後
宇
土
城
へ
の
攻
撃
を
開
始
（
十
月
二
十
日
に
開
城
）。

九
月
二
十
一
日

伊
達
政
宗
、
最
上
義
光
に
援
軍
を
派
遣
す
る
。

九
月
二
十
五
日

毛
利
輝
元
、
大
坂
城
を
退
去
。

九
月
二
十
七
日

徳
川
家
康
、
大
坂
城
へ
入
る
。

九
月
三
十
日

長
束
正
家
、
自
害
す
る
。

十
月
一
日

石
田
三
成
・
小
西
行
長
・
安
国
寺
恵
瓊
を
京
都
六
条
河
原
で
処
刑
。

上
杉
景
勝
、
関
ヶ
原
の
敗
報
を
聞
き
、
領
国
に
撤
兵
す
る
。

十
月
二
日

増
田
長
盛
、
高
野
山
に
配
流
と
な
る
。

十
月
十
日

毛
利
輝
元
の
所
領
を
長
門
・
周
防
二
国
に
削
減
。

十
月
十
四
日

黒
田
如
水
、
筑
後
久
留
米
城
を
開
城
さ
せ
る
。

十
月
十
六
日

前
田
玄
以
、
家
康
か
ら
本
領
を
安
堵
さ
れ
る
。

十
月
二
十
日

小
西
行
景
（
行
長
の
弟
）、
肥
後
宇
土
城
で
自
刃
。



xiv

和
暦

西
暦

月
日

事
柄

慶
長
五
年

一
六
〇
〇

十
月　

長
宗
我
部
盛
親
の
所
領
（
土
佐
国
）
を
没
収
。

慶
長
六
年

一
六
〇
一

三
月

上
杉
景
勝
、
結
城
秀
康
に
降
伏
。

四
月

佐
竹
義
宣
の
父
義
重
、
徳
川
家
康
に
謁
し
て
謝
罪
。

八
月
十
六
日

上
杉
景
勝
を
会
津
か
ら
出
羽
国
米
沢
へ
減
封
。

慶
長
七
年

一
六
〇
二

四
月
十
一
日

徳
川
家
康
、
島
津
忠
恒
に
薩
摩
・
大
隅
・
日
向
の
所
領
を
安
堵
。

七
月
二
十
七
日

佐
竹
義
宣
を
出
羽
国
秋
田
へ
転
封
。

慶
長
八
年

一
六
〇
三

二
月
十
二
日

徳
川
家
康
、
征
夷
大
将
軍
に
任
じ
ら
れ
る
。



青
森
県
【
陸
奥
国
】



2

青
森
県東軍

津つ

軽が
る

為た
め

信の
ぶ

天
文
十
九
年
（
一
五
五
〇
）
〜
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）

【
領
　
国
】
陸
奥
国
津
軽
郡
四
万
五
千
石

【
加
　
増
】
陸
奥
国
津
軽
郡
・
上
野
国
勢
多
郡
内
四
万
七
千
石

●
関
ヶ
原
に
至
る
ま
で

　

幼
名
は
扇お

う
ぎ。

官
途
は
右
京
亮
。
陸
奥
大お
お

浦う
ら

（
青
森
県
弘
前
市
）

城
主
大
浦
為た
め

則の
り

の
弟
武た
け

田だ

守も
り

信の
ぶ

の
子
、
ま
た
は
南な
ん

部ぶ

氏
の
一
族
久く

慈じ

治は
る

義よ
し

の
子
と
も
い
う
。
永
禄
年
間
に
為
則
の
跡
を
継
い
で
以
降
、

石い
し

川か
わ

城
（
弘
前
市
）、
浪な
み

岡お
か

城
（
青
森
市
）
な
ど
の
諸
城
を
攻
略
し
、

南
部
氏
か
ら
独
立
し
て
津
軽
地
方
の
支
配
を
進
め
た
。
天
正
年
間

後
半
に
豊
臣
政
権
に
接
近
し
、
津
軽
地
方
の
支
配
を
認
め
ら
れ
た
。

こ
の
時
期
の
史
料
に
「
津
軽
右
京
亮
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
頃
に
「
津
軽
」
を
名
字
と
し
た
の
だ
ろ
う
。

◉
関
ヶ
原
本
戦

　

慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
頃
、
山
城
国
伏ふ
し

見み

（
京
都
市
伏
見
区
）

に
屋
敷
を
構
え
て
い
る
。
慶
長
四
年
十
二
月
以
前
、秋あ
き

田た

実さ
ね

季す
え�（

16

頁
）
か
ら
伏
見
の
作
事
に
使
用
す
る
杉
板
を
渡
さ
れ
て
い
る
が
、

為
信
は
何
ら
か
の
理
由
で
運
搬
し
て
い
な
い
。

　

慶
長
五
年
正
月
二
十
九
日
、
右
京
大
夫
に
任
官
し
た
。
同
年
八

月
十
九
日
に
徳
川
秀ひ

で

忠た
だ

（
133
頁
）
が
為
信
に
送
っ
た
書
状
に
よ
る
と
、

為
信
は
家
康
の
出
陣
次
第
で
自
身
も
出
陣
・
上
洛
す
る
予
定
だ
っ

た
。
江
戸
時
代
の
史
書
な
ど
に
よ
る
と
、
為
信
は
九
月
の
東
軍
に

よ
る
美
濃
大お

お

垣が
き

城
（
岐
阜
県
大
垣
市
）
攻
め
に
参
加
し
、
出
陣
に

反
対
す
る
家
臣
尾お

崎ざ
き

喜き

蔵ぞ
う

ら
を
誅
殺
し
た
と
さ
れ
る
。
な
お
、
家

康
が
土と

佐さ

派は

の
絵
師
土
佐
光み
つ

吉よ
し

に
関
ヶ
原
合
戦
を
描
か
せ
た
と
さ

れ
る
通
称
「
津
軽
屏
風
」
が
あ
る
。
そ
の
半
分
は
家
康
の
姪
で
養

女
と
な
っ
た
満ま

天て

姫ひ
め

が
、
為
信
の
三
男
信の
ぶ

枚ひ
ら

に
再
嫁
す
る
時
に
持

参
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
津
軽
氏
の
一
隊
が
描
か
れ
て
い
る
。

▼
関
ヶ
原
の
そ
の
後

　

慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）、
為
信
は
関
ヶ
原
合
戦
の
功
績
と
し
て
、

上
野
国
勢せ

多た

郡
の
内
で
二
千
石
を
加
増
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
は

の
ち
に
「
上
野
国
大お

お

舘た
ち

領
」
と
呼
ば
れ
る
。
関
ヶ
原
合
戦
後
の
為

信
は
、
し
ば
ら
く
在
国
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
慶
長
八
年

十
月
九
日
に
上
洛
し
た
。
慶
長
十
二
年
十
二
月
五
日
に
京
都
で
死

去
し
た
。
享
年
五
十
八
。
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東軍

南な
ん

部ぶ

利と
し

直な
お

天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
〜
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）

【
領
　
国
】
陸
奥
国
三
戸
十
万
石

【
安
　
堵
】
陸
奥
国
三
戸
十
万
石

●
関
ヶ
原
に
至
る
ま
で

　

南
部
信の

ぶ

直な
お

（
陸
奥
国
三さ
ん
の

戸へ

城
主
）
の
嫡
男
と
し
て
、
陸
奥
田た
っ

子こ

館だ
て

（
青
森
県
田
子
町
）
に
生
ま
れ
る
。
母
は
泉
い
ず
み

山や
ま

古ふ
る

康や
す

の
娘
。
通

称
は
九
郎
、
ま
た
は
彦
九
郎
。
官
途
は
信
濃
守
。
元
服
の
際
に
前ま

え

田だ

利と
し

家い
え

か
ら
一
字
を
与
え
ら
れ
、
利と
し

正ま
さ

と
名
乗
り
、
の
ち
に
利
直

と
改
め
る
。
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）、
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
る
。

慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
十
月
五
日
、
父
信
直
の
死
去
に
よ
り
家

督
を
継
い
だ
。

◉
関
ヶ
原
本
戦

　

慶
長
五
年
正
月
七
日
、
家
康
の
大
坂
入
城
を
祝
い
、
大
鷹
五
居

と
馬
三
匹
を
贈
り
、
そ
れ
に
対
し
て
家
康
が
礼
を
述
べ
た
。

　

六
月
、
会
津
の
上う

え

杉す
ぎ

景か
げ

勝か
つ

（
31
頁
）
に
備
え
る
た
め
、
常
陸
の

佐さ

竹た
け

義よ
し

宣の
ぶ

（
46
頁
）
や
伊だ

達て

政ま
さ

宗む
ね

（
9
頁
）
ら
の
諸
大
名
と
同
様

に
帰
国
し
た
。
七
月
七
日
、
家
康
は
家
臣
の
中な

か

川が
わ

忠た
だ

重し
げ

と
津つ

金が
ね

胤た
ね

久ひ
さ

を
通
じ
て
、
利
直
に
最も

上が
み

義よ
し

光あ
き

（
24
頁
）
の
加
勢
と
し
て
最
上

方
面
へ
出
陣
し
、
上
杉
領
の
米よ

ね

沢ざ
わ

（
山
形
県
米
沢
市
）
を
押
さ
え

る
よ
う
命
じ
た
。
な
お
、『
最
上
義
光
記
』
で
は
利
直
の
軍
勢
は

五
千
人
と
さ
れ
て
い
る
。

　

七
月
中
旬
、
石い

し

田だ

三み
つ

成な
り

（
258
頁
）
ら
反
家
康
勢
力
が
上か
み

方が
た

で
挙

兵
し
、
上
杉
征
伐
が
中
止
に
な
る
と
、
義
光
の
も
と
に
集
結
し
た

軍
勢
は
自
領
へ
引
き
揚
げ
て
い
っ
た
。
こ
れ
を
危
惧
し
た
義
光
は
、

最
上
方
面
に
集
結
し
た
諸
大
名
と
改
め
て
起き

請し
ょ
う

文も
ん

を
交
換
し
、

利
直
は
八
月
十
三
日
に
義
光
へ
起
請
文
を
提
出
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
八
月
に
南
部
領
内
の
和わ

賀が

郡
か
ら
稗ひ
え

貫ぬ
き

郡

に
か
け
て
、
豊
臣
政
権
の
奥
羽
仕
置
で
改
易
さ
れ
た
和
賀
氏
と
稗

貫
氏
の
旧
臣
た
ち
に
よ
る
一
揆
が
蜂
起
し
た
（
和
賀
・
稗
貫
一
揆
、

岩い
わ

崎さ
き

一
揆
）。
八
月
十
三
日
付
け
の
利
直
に
宛
て
た
伊
達
政
宗
書
状

で
は
、
一
揆
蜂
起
の
噂
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
も
し
一
揆
勢
が
伊
達

領
に
逃
げ
て
き
た
ら
、
成
敗
す
る
と
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
家
康

も
上
杉
征
伐
の
中
止
と
南
部
領
内
の
一
揆
蜂
起
に
対
応
し
て
か
、

八
月
十
九
日
、
利
直
に
最
上
方
面
へ
の
出
陣
に
感
謝
し
つ
つ
帰
陣

を
促
し
た
。
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な
お
、
八
月
二
十
五
日
の
長な

束つ
か

正ま
さ

家い
え

（
272
頁
）
ら
に
宛
て
た
上

杉
景
勝
書
状
で
は
、
利
直
や
出
羽
の
仙せ

ん

北ぼ
く

衆
・
由ゆ

利り

衆
が
豊と
よ

臣と
み

秀ひ
で

頼よ
り

（
301
頁
）
へ
奉
公
す
る
と
述
べ
、
そ
の
旨
を
伝
え
る
使
者
を
景

勝
に
派
遣
し
た
と
い
う
。

　

帰
国
し
た
利
直
は
一
揆
の
鎮
圧
に
向
か
う
が
、
一
揆
側
の
勢
力

は
拡
大
し
、
稗
貫
郡
大お

お

迫さ
こ

（
岩
手
県
花
巻
市
）
や
志し

和わ

郡
（
岩
手
県

紫
波
郡
）
で
も
一
揆
が
蜂
起
し
、
伊
達
氏
家
臣
の
白し
ろ

石い
し

宗む
ね

直な
お

も
一

揆
勢
に
加
担
し
た
と
さ
れ
る
。
九
月
二
十
日
に
一
揆
勢
は
花は

な

巻ま
き

城

（
岩
手
県
花
巻
市
）
を
攻
撃
し
た
。
城
主
の
北き
た

信の
ぶ

愛ち
か

は
、
一
揆
勢
の

攻
撃
を
防
ぎ
、
利
直
に
援
軍
を
要
請
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
利
直
は
、
福ふ

く

岡お
か

城
（
岩
手
県
二
戸
市
）
を
経
由

し
て
花
巻
城
に
入
り
、
信
愛
の
軍
勢
と
合
流
し
た
。
そ
の
後
、
一

揆
の
中
心
人
物
で
あ
る
和
賀
忠た

だ

親ち
か

が
籠
も
る
岩
崎
城
（
岩
手
県
北

上
市
）
を
攻
撃
し
よ
う
と
し
た
が
、
大
雪
の
た
め
に
進
軍
が
困
難

と
な
り
、
盛も

り

岡お
か

城
（
岩
手
県
盛
岡
市
）
に
入
っ
て
越
年
し
た
と
い
う
。

　

九
月
四
日
付
け
の
利
直
に
宛
て
た
政
宗
書
状
で
は
、
伊
達
領
の

百
姓
が
一
揆
に
加
担
し
て
い
る
こ
と
を
政
宗
が
否
定
し
て
い
る
。

九
月
二
十
七
日
付
け
の
有あ

り

馬ま

則の
り

頼よ
り

（
304
頁
）・
榊
さ
か
き

原ば
ら

康や
す

政ま
さ

（
67
頁
）・

佐さ
っ
さ々

正ま
さ

孝た
か

（
徳
川
氏
家
臣
）
に
宛
て
た
秋あ
き

田た

実さ
ね

季す
え

（
16
頁
）
の
書
状
案
、

同
日
付
け
の
最
上
義
光
に
宛
て
た
実
季
書
状
案
で
は
、
南
部
領
と

の
境
目
で
人ひ

と

留ど
め

が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
使
者
の
往
来
が
で
き
ず
、

南
部
領
の
情
勢
も
わ
か
ら
な
い
と
実
季
が
述
べ
て
い
る
。

　

慶
長
六
年
三
月
上
旬
、
雪
解
け
を
待
っ
て
岩
崎
城
の
攻
撃
が
再

開
さ
れ
、
三
月
十
八
日
に
岩
崎
城
を
攻
略
し
、
和
賀
忠
親
は
城
内

か
ら
逃
亡
し
た
。
三
月
二
十
六
日
付
け
の
井い

伊い

直な
お

政ま
さ

（
60
頁
）
に

宛
て
た
政
宗
書
状
で
は
、
一
揆
の
関
係
者
と
思
わ
れ
る
者
た
ち
が

南
部
領
と
伊
達
領
の
境
目
に
入
っ
て
お
り
、
政
宗
が
対
応
に
困
惑

し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

四
月
二
十
五
日
か
ら
翌
二
十
六
日
に
か
け
て
、
和
賀
忠
親
を
は

じ
め
と
す
る
一
揆
の
中
心
人
物
が
伊
達
領
で
処
刑
さ
れ
た
と
い
う

（『
貞
山
公
治
家
記
録
』、『
聞
老
遺
事
』）。

▼
関
ヶ
原
の
そ
の
後

　

慶
長
六
年
八
月
二
十
四
日
、
上
杉
景
勝
の
米
沢
移
封
に
際
し
て
、

家
康
は
利
直
に
五
千
人
の
軍
勢
を
出
す
よ
う
命
じ
た
。

　

九
月
二
十
三
日
、
家
康
の
命
に
よ
り
石
田
三
成
方
に
加
担
し
た

石い
し

川か
わ

貞さ
だ

清き
よ

（
233
頁
）・
宮み
や

部べ

長な
が

煕ひ
ろ

（
長な
が

房ふ
さ

。
339
頁
）・
岸き
し

田だ

忠た
だ

氏う
じ

（
324

頁
）・
松ま
つ

浦う
ら

宗む
ね

清き
よ

（
253
頁
）
を
預
か
っ
た
。
慶
長
年
間
中
頃
に
築
城

途
中
の
盛
岡
城
が
完
成
し
た
。

　

寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）、
従
四
位
下
に
昇
進
し
た
。
寛
永
九
年

八
月
十
八
日
に
死
去
し
た
。
享
年
五
十
七
。


